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1. はじめに










とを教育目標としている. 本学では ｢スポーツ｣ 領
域を本学の教育・研究の主軸の一つとして位置づけ,
｢ふくし｣ 社会1実現の理念のもとに 8番目の学部と
して 2017 年 4 月にスポーツ科学部 (以降, 本学部























から理解し, 学校, 地域, その他の場で, 真摯に人
と向き合い, よりよい関係を作り, スポーツの指導
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共生社会の形成, さらに ｢ふくし｣ の発展に資する
ことは本学の建学の精神に通じると考えている.


































PDCA サイクルの中では C (チェック) にあたる
ものである.
本学部の事業評価 (成果評価) となる指標として




























善計画を立てること (ピーター, 1995) がファカル
ティ・ディヴェロプメントと言える.





る. 今後の学部事業評価 (成果評価) を実施するた
めの事前調査という位置づけである. この調査は今
後, 各学年終了時に実施し, 学部事業評価を行う予






ン・ポリシーに応じた 5 項目 (A1-A5), ディプロ
マ・ポリシーに応じた 9 項目 (D1-D9), 社会性,
体罰に関する 2 項目 (社会, 体罰) を加えた 16 項
目とした (図 2). それぞれ ｢強くそう思う｣ ｢思う｣
｢あまり思わない｣ ｢全くそうは思わない｣ の 4件法
で回答させた.
2017 年 4 月に日本福祉大学スポーツ科学部に入
学した 1年次生に対して, アンケートを実施した.
新入生総数 196 名のうちアンケートを回答したもの




た. 回答の選択肢のうち, ｢強くそう思う｣ ｢思う｣






う｣ 33.7％, ｢思う｣ 45.3％, ｢あまり思わない｣ 18.9
％, ｢全くそう思わない｣ 2.1％であった. A2 (ス
ポーツに関心があり, スポーツに関する知識を身に
つけ将来に生かしたいと思う) に関しては, ｢強く
そう思う｣ 71.6％, ｢思う｣ 28.4％, ｢あまり思わな
い｣ 0.0％, ｢全くそう思わない｣ 0.0％であった.
A3 (スポーツや勉強で自分の可能性に挑戦し, 自
身を向上させたいと思う) に関しては, ｢強くそう
思う｣ 56.3％, ｢思う｣ 43.7％, ｢あまり思わない｣
0.0％, ｢全くそう思わない｣ 0.0％であった. A4
(自分の言葉で意見や思いを表現し, 相手に伝える
ことができる) に関しては, ｢強くそう思う｣ 16.3
％, ｢思う｣ 51.6％, ｢あまり思わない｣ 30.0％,
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図 1 日本福祉大学スポーツ科学部の 3ポリシー
(日本福祉大学スポーツ科学部開設申請資料〈2015〉より藤田作成)
｢全くそう思わない｣ 2.1％であった. A5 (仲間の
ことを理解したり, 力を合わせて物事に取り組むこ
とができる) に関しては, ｢強くそう思う｣ 26.8％,
｢思う｣ 63.2％, ｢あまり思わない｣ 9.5％, ｢全くそ
う思わない｣ 0.5％であった.
ディプロマ・ポリシーに関しては, D2, D5, D9
を除いて, 否定的な回答が肯定的な回答を上回る結
果となった. D1 (スポーツを人文科学 [倫理的視
点や歴史的視点], 社会科学 [社会学的視点やマネ
ジメントの視点], 自然科学 [生理学的視点, バイ
オメカニクス的視点など] 多様な観点から説明する
ことができる) に関しては, ｢強くそう思う｣ 2.1％,
｢思う｣ 10.5％, ｢あまり思わない｣ 36.3％, ｢全く
そう思わない｣ 51.1％であった. D2 (実際にスポー
ツを行い, その楽しさや難しさを理解し説明するこ
とができる) に関しては, ｢強くそう思う｣ 21.9％,
｢思う｣ 52.4％, ｢あまり思わない｣ 23.5％, ｢全く
そう思わない｣ 2.1％であった. D3 (スポーツがも
たらす社会的な意味や価値, スポーツの力について
理解し, 説明することができる) に関しては, ｢強
くそう思う｣ 9.1％, ｢思う｣ 36.9％, ｢あまり思わ
ない｣ 43.3％, ｢全くそう思わない｣ 10.7％であっ
た. D4 (幼児や大人, 高齢者や障害のある人に人
間の発達理論に基づいたスポーツ指導を行うことが
できる) に関しては, ｢強くそう思う｣ 4.8％, ｢思
う｣ 13.8％, ｢あまり思わない｣ 48.7％, ｢全くそう




12.6％, ｢思う｣ 47.4％, ｢あまり思わない｣ 33.3％,
｢全くそう思わない｣ 6.8％であった. D6 (スポー
ツ大会や教室などの企画や運営をすることができる)




％, ｢あまり思わない｣ 46.8％, ｢全くそう思わない｣
32.8％であった. D7 (様々な社会事象や問題, 疑
問に思ったことに対して, それを深く知ろうとする
気持ちがある) に関しては, ｢強くそう思う｣ 4.7％,
｢思う｣ 17.4％, ｢あまり思わない｣ 46.8％, ｢全く
そう思わない｣ 31.1％であった. D8 (英語を使っ
て自己紹介や会話をしたり, スポーツに関する英語
の論文を読んだりすることができる) に関しては,
｢強くそう思う｣ 2.6％, ｢思う｣ 5.3％, ｢あまり思
わない｣ 42.1％, ｢全くそう思わない｣ 50.0％であっ
た. D9 (様々な場面で困っている人を見たとき話
を聞いたり, 支援したりすることができる) に関し
ては, ｢強くそう思う｣ 13.2％, ｢思う｣ 44.4％,
｢あまり思わない｣ 39.7％, ｢全くそう思わない｣ 2.6
％であった. 社会 (様々な場面で人と関わり, その
集団がうまく機能するよう働きかけたり, 調整する
ことができる) に関しては, ｢強くそう思う｣ 7.9％,
｢思う｣ 34.7％, ｢あまり思わない｣ 50.0％, ｢全く
そう思わない｣ 7.4％であった. 体罰 (スポーツ場
面における体罰はある程度仕方ないと思う) に関し
ては, ｢強くそう思う｣ 4.7％, ｢思う｣ 25.3％, ｢あ












学生が多いと考えられる. また, A5 (仲間のこと
を理解したり, 力を合わせて物事に取り組むことが





一方で, D1 (スポーツを人文科学 [倫理的視点
や歴史的視点], 社会科学 [社会学的視点やマネジ
メントの視点], 自然科学 [生理学的視点, バイオ
メカニクス的視点など] 多様な観点から説明するこ

























1 漢字の ｢福祉｣ では高齢者や障害者など社会的な弱者
のみ対象とする, 狭い意味で ｢福祉｣ を理解しがちで
ある. 本学ではひらがなの ｢ふくし｣ を使い ｢すべて
の人｣ を対象に, ｢ふつう｣ の ｢くらし｣ の ｢しあわせ｣
あるいは ｢ふだん｣ の ｢くらし｣ の ｢しあわせ｣ を実
現していくことを社会的使命とし, 本学では ｢ふくし｣
を用いている. なお, 本学が標榜する ｢ふくしの総合
大学｣ は登録商標となっている.
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